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wing pattern, with description of a new genus (Lepidoptera : Papilionidae) 
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The subfamily Parnassiinae was classified by Munroe (1961) into eight genera belong- 
ing to two tribes, Parnassiini and Zerynthiini. An analysis of wing pattern is attempted 
to reconstruct the phylogeny of the genera; basing on the twenty-nine colour streaks model 
which is newly proposed. Differentiation of normal scales is also observed and discussed. 
As results of the study, (1) Hypermnestra must be omitted from Parnassiini and represent- 
ed an indipendent tribe. (2) Cladogram of the genera is constructed as shown in Fig. 
24, and (3) a new genus must be erected for Bhutanitis mansfield. 


Yunnanopapilio HIURA gen. nov. 


Colour pattern: Wings consisted of stripe pattern of black and yellow. Upper surface 
of forewing with eight black bands, namely 1B, 2+3B, 4B, 5+6B, 7B, 8+9B, 10+11+12B 
and 13+14B from base to outer margin. Yellow bands a little narrower than black ones. 
Under surface of forewing the 7th black band divided into three streaks (10B, 11B and 
12B) in the anterior half of the wing; the 8th band (marginal black band) divided by 
yellow veins and divided into two parts in each space antero-posteriorly; marginal yellow 
band lacking. Anterior half of hindwing (discal cell and from space 5 to 7) with six 
black bands, namely 1+2+3B, inner half of 7B, outer half of 7B, 8+9B, 10+11+12B and 
13 十 14B on upper surface; the Ist band divided into two streaks (1B and 2B), the 5th 
band divided into three streaks (10B, 11B and 12B), 2+3B and 7B of discal cell divided 
longitudinally into three parts on under surface. Narrow red bands present in space 1 to 
4, and blue spots present in space 1 to 3 on both sides of hindwing. 

Wing shape: Forewing semi-triangular, anterior and posterior margins straight, outer 
margin moderately rounded.  Hindwing elongate, discal cell much shorter than vein 4 
excepting tail ; veins 3 and 4 prolonged to form tails; apex of vein 2 produced and spatulate; 
outer margin of space 1 deeply emarginated. 

Venation : Fundamentally same as in that of Bhutanitis, but differs from it in hind- 
wing with each origin of veins 4 and 5 extremely approached, and veins 7 and 8 being 
parallel. 

Sphragis present. The claws are equal. 

Type species: Armandia mansfieldi RiLEv, 1939. 

This new genus is closely related to Bhutanitis Atkinson, from which it is differentiated 
in the fused condition of 10B, 11B and 12B at the posterior half on the under surface of 
forewing, spatulate apex of vein 2 of hindwing, parallel condition of veins 7 and 8, ap- 
proaching condition of veins 4 and 5 of hindwing, symmetrical claws and the presence of 
sphragis. This genus contains the sole species mansfieldi which is represented by only 
one female specimen in the collection of the British Museum (Natural History). 
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蝶 の 系 統 進化 像 を 確立 する た め に は , 多様 な 形質 の 検討 が 必要 で ある が , SOBRE NEREE 
の ひと つ で ある . 蝶 の 分 類 は 研究 の 初期 段階 か ら 贅 を 重視 し , 外観 され る 贅 脈 相 と 色 斑 を 中 心 に 行わ 
れ て きた に も か か わら ず , 色 斑 の 解析 的 研究 は 決し て 十分 で な い . 複雑 な 全体 色 斑 を 構成 する 単位 色 
斑 の 相同 性 を 判定 する た め に は , 紋様 形成 に 関す る 論理 を 整備 する と と と , それ に も と ずく 種 ・ 属 ・ 
族 ・ 亜 科 ・ 科 と いっ た 各 レ ベル ご ど と に , タク サ の 紋様 の 詳細 な 比較 検討 を 行う こと と , と の 双方 の 作 
業 が 必要 で あろ う . 

筆者 は ,。 アゲ ハチ ョ ウ 科 の 系 統 進化 に も と ずい て 日 本 列島 の アゲ ハチ ョ ッ ウッ 相 の 形成 過程 を 解明 する 
と と を 目的 と し て いる が , その 第 1 歩 と し て , 本 報 で は 紋様 解析 の 方 法 に つい て 試論 し , ウス バア ゲ 
ハ 亜 科 の 属 に つい て 検討 , それ に も と ずい た 系 統 再 構成 を 試 る を . な お , と の 報告 で は , WR BH 
・ 色 斑 等 , 凌 の パタ ー ン 全体 を 柴 谷 (1979) の 使用 例 に な ら っ て 「 紋 様 」 と 呼び , 従来 一 般 に 使用 さ 
れ て きた 人 色彩 ・ 斑 紋 に 限定 し た , いわ ゆる colour pattern + [HMI] と 呼ん で 使い わけ る と と に す 
る . 

材料 は 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 に 収蔵 され る 成虫 標本 の み を 用 いた . と の よう な 研究 が 可能 に な っ た 
の は , 同 館 の アゲ ハチ ョ ウ 科 , と くに ウス バア ゲハ 亜 科 の 資料 が か な り 充 実 し た か ら で あ る . 本 論 に 
入る 先立ち, 研究 に 使用 し た 同 館 コ レク ショ ン の 充実 に 貢献 され た 多く の 各位 , と くに 名 城 大 学 有 
田 豊 氏 の 御 好意 と 学芸 員 宮武 頼 夫 氏 の 御 尽力 に 厚く お礼 申 上 げ る . Ek, 筆者 の 系統 学 に た いす る 理 
解 は , 昆虫 分 類 学 若手 懇談 会 の 活動 に よっ て 啓発 され る と と ろ 大 で あっ た . 同 会 の 活動 を 推進 され た 
諸氏 に 感謝 と 敬意 を 表す る 次 第 で ある . 


1. 経 is 


アゲ ハチ ョ ツウ 科 の 分 類 は , Munroe (1961) に こよ っ て か な り の まとまり を 見 る に いた っ た が , 分 類 
学 的 に も 未完 成 の 部 分 が 残っ て お り , 系 統 学 の 観点 か ら は な お 不 十分 で ある . 交 の 色 斑 の 解析 例 は 少 
く , Emer (に よる Graphium (Pazala) alebion や SUEFFERT (こよ る Iphiclides podalirius の 例 (IL 
崎 , 1941 に よる ), Verity (1905~11) の 旧 北 区 産 16 種 の 解析 例 を 知る の み で ある . 

筆者 は , か つて 故 溝口 修 氏 等 と 共同 で ギフ チョ ッ 族 Zerynthiini の 人 色 斑 解析 を 行い CH 3L 
. $0, 19059), また アゲ ハチ ョ ウ 科 の 頑 脈 相 を 論じ た こと が ある (日 浦 , 1966). し か し な が ら , € 
の いずれ に も 未熟 な 点 が 多く , 両者 に つい て 三枝 (1973) の , 後者 に つい て は 牧 林 (1978) の 批判 を 
受け た . 

三枝 (1973) tt, Zerynthiini を ふく む ウ スパ バア ゲハ 亜 科 Parnassiinae の 祖先 的 色 斑 と 丈 脈 相 
・ 革 形 を 推定 し , ギフ チョ ツウ 属 Luehdorfa の 色 斑 を 解析 し た . さら に 三枝 等 (1977) は 同じ 考え に 
も と ず き , アオ スジ アゲ ハ 亜 属 Graphium (Graphium) 24 種 の 色 斑 解析 を 行い , 亜 属 内 の 系 統 再 構成 
に 役立て た . と の 三 校 モ デル は お お むね 正 玲 を 射 た も の と 評価 され る が , な お 改訂 を 要する と 思わ れ 
る . 
最近 , 発生 学 の 分 野 で は , 紋様 形成 に 関す る 論議 が 盛ん で ある . 筆者 は それ に 刺 埋 を 受け , WOM 
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様 解析 の 重要 性 を 再 認識 し , これ が アゲ ハチ ョ ウ 科 の 系 統 進 化 像 の 確立 , と くに 種 分 化 が いち じ る し 
く , 従来 困難 で あっ た 真正 アゲ ハ 属 Papilio の 系 統 再 構成 に 有効 で ある と 確信 する よう (に な っ た だ た. T 
ゲハ チョ ウ 科 は , Munroe (1961) に よれ ば 3 ER, 5 族 , 24 属 , 536 種 か ら な る 大 群 で ある . 一 挙 
(に 検討 する と と が で き な い の で , 本 報 で は ウス バア ゲハ 亜 科 の み を 扱う こと に する . 


2. ウス バア ゲハ 亜 科 の 北 の 祖 先 的 形質 , と くに 色 斑 の 祖先 的 状態 の 推定 


Hennic (1965 他 ) の 提唱 し た 分 岐 学 の 方 法 は , 動物 の 系 統 を 現 生 種 の 形質 の 比較 か ら 再 構成 する 
Be, 現在 も っ と も る 合理 的 か つ 厳 密 な 方 法 と 思わ れる . た だ し , と れ を 実際 に 特定 の 動物 群 に 適用 す 
る 場合 , つね に 問題 と な る の は , 単位 形質 の 状態 (plesiomorph か apomorph 2») の 判定 の 基準 
CHA. と の 判定 を 誤 れ ば 間違っ た 系 統 の 再 構成 を も た ら す し , 判定 を 曖昧 に すれ ば 形式 論理 的 な 循 
環 論 に 陥る . 矢田 (1979) が 指摘 し た よう に , 構成 され た 系 統 進化 像 に た いす る チェ ッ ク を くり か え 
し な が ら , 正しい も の に 接近 し て いく べき で あろ う . と こと で は 三枝 (1976) の 論議 な ど を 参考 に し な 
が ら , ウス バア ゲハ 亜 科 の 交 の 諸 形 質 の 祖先 的 状態 を 推定 する . 


A. 次 の 紋様 の 発生 過程 

HOMER, OBR, OHR, 15. 0 Of, の 三 大 要素 に 分 類 で きる で あろ う . TODS, 
色 斑 の 直接 的 か つ 主 要 な 担い 手 は 鱗粉 で ある . 

先 学 の 教え ん る と と ろ に よれ ば , 交 芽 は 表裏 2 層 の 細胞 層 か ら な る 袋 で , 5 令 幼 虫 期 ま で は 体内 に 陥 
入 し て いる が , 5 令 末 の 前 四 期 に 外 へ 反転 し て 古い クチ クラ 層 の 下 に 出る . uic sg oli 
お お い , 体 の 外側 か ら 内 方 へ , HARA, WHR, HAKE, 後 翔 裏面 の 順に 重なる 4 層 の 表皮 細 
胞 層 と し て 配列 され る . JKR Cit NERO Ux, それ ぞ れ の 表皮 細胞 層 か ら 鱗 原 細胞 が 分 化 
L, と これ が 一 連 の 細胞 分 裂 を へ て 造 鱗 細胞 と 造 輔 細胞 を 生じ , 前 者 は 鱗粉 に , 後者 は 鱗粉 を 閉 膜 に 回 
着 さ せる ソケット と な る . DEY 1 個 の 鱗粉 は 1 個 の 細胞 で あり , 剛毛 等 と 相同 の も の で ある . 鱗粉 
の 全 甚 膜 面 上 に お ける 配置 と , 形態 的 分 化 は , 未知 の パタ ー ン 情報 に よっ て 決定 され る , と いわ れ て 
いる . 

ウス バア ゲハ 亜 科 の 鱗粉 に は , 扇 平 で な く 毛 状 で 長 形 の も の と , 扇 平 で 短 か い も の の 別 が あり , 前 
者 を 毛 様 鱗 , 後者 を 普通 鱗 と 呼ぶ と と (に する . 毛 様 鱗 は 殖 の 基部 で 密生 し , か 長毛 状 で , 外縁 部 に 
向っ て 数 と 長 さ を 減じ る . 普通 鱗 は 起 の 基部 か ら 外 縁 に 向っ て 形態 に 変化 が は と ん ど な い か , BSW 
は 変化 が あっ て も 多く の 場合 顔 移 的 か つ 微 慢 で ある . た だ し 外縁 に いた っ て 急激 に 変形 し , 長 さ が い 
ち じ る し く 長 大 と な る と と も に , 先端 が つよ く 深 裂 す る ( 緑 毛 鱗 と よ な と と に する ). いっ ぱ う , B 
の 前 後方 向 の 変化 に 着目 する と , 普通 鱗 は 寺 脈 に 接近 する と 細長 く な り , か つ 先 端 が や や 深 裂 する 傾 
向 が み ら れ る ( 贅 脈 鱗 と よぶ と と に する ). し た が っ て 普通 鱗 は , BER ARAE BER OIE 
に 大 形 化 ・ 深 裂 化 する . (Figs. 1—2) 

以上 の よう な 毛 様 鱗 と 普通 鱗 の 殖 膜 面 上 で の 分 布 と 形態 的 変化 は , BOERD D 外縁 に 向う 極性 
と , WIR (で 代表 され る 内 部 構造 の パタ ー ン ) に よっ て 影響 を 受け て いる と 考え られ る . WI CS 
RIDES) は 前 翔 と 後 閉 と で は 違う の で , 贅 膜 面 に お ける 鱗粉 の 配列 と 形態 的 分 化 は 次 の よう に 整理 
され る . 
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Figs. 1-2. 1. Structure of wings of Parnassiinae showing the terms used in the present paper. 
2. Distribution of specialized scales on the wing surface of Parnassiinae. 
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色 斑 の 主要 な 担い 手 は , 毛 様 鱗 で な く て 普通 鱗 で ある . 


基部 長毛 鱗 
tado 
室 域 鱗 

普通 鱗 ( 玩 脈 鱗 
TRE 


普通 鱗 の 色彩 は , 鱗粉 目 体 が 色素 の 前 駆 物 


質 を 含有 し て いる 場合 と , 鱗粉 が 形成 され て か ら の ち 人 色素 前 駆 体 が 中 へ 送り と まれ る 場合 と , 両方 の 
前 駆 物 質 が 重複 し ある い は 反応 し あう 場合 と , さら に 本 来 の 色彩 が 鱗粉 の 微細 構造 に よる 変化 (た と 
えば 和 干渉 ) を うけ る 場合 と , 四 つ の ケー ス が 想定 され る が , ウス バア ゲハ 亜 科 の 場合 , 詳細 は 不明 で 
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ある . 普通 鱗 の 中 で 形態 的 に 分 化し て いる 緑 毛 鱗 や 区 脈 鱗 の 色彩 が の と り の 室 域 普 通 鱗 と 同じ で ある 
と と ろか ら , 一 応 , 鱗粉 自体 の 分 化 ・ 配 列 マ ター ン と , 最終 的 に 発現 し た 色彩 の パタ ー ン と は 相対 的 
に 独立 し て いる と 考え られ る . 

梅鉢 (1972) に よれ ば , アゲ ハチ ョ ウ 科 の 黒色 鱗 と 黄色 鱗 , ギフ チョ ツウ Luehdorfia japonica の 赤 
fb, お よび モン キア ゲハ Papilio helenus の 後 贅 裏面 中 央 白斑 の 白色 鱗 の 色彩 の 担い 手 で ある 色素 
は , 黒色 鱗 で は チロ シン 代謝 産物 の メラ ニン , 黄色 鱗 で は チロ シン 代謝 産物 と トリ プ ト フ ァ ン 代謝 産 
物 の 複合 , 赤色 鱗 は トリ プ ト フ ァ ン 代謝 産物 , そ し て 白色 鱗 は お そら く ト リプ ト フ ァ ン 代謝 の 産物 で 
ある と いう . 

ウス バア ゲハ 亜 科 の 鱗粉 の 双 眼 実体 顕微 鏡 に よる 観察 で は , 後述 する よう に Archon や Parnassius 
を の ぞ き , と れ ら 黒色 鱗 ・ 黄 色 鱗 ・ 赤 色 鱗 の 間 に 形 態 的 分 化 は ほとん ど み と め ら れ な い . し た が っ て 
普通 鱗 の 形態 形成 が 終っ て か ら , それ と 関連 し な が ら も 相対 的 に 独立 し た パタ ー ン 情報 に よっ て 各 魚 
粉 の 色彩 決定 が 行わ れる の で な いか , と 推定 され る . 


B. 基本 的 色 斑 の 推定 

① 緑 毛 鱗 を 例外 に し て , 普通 鱗 の 大 き さ は 鱗 政 目 を 通じ て 極端 な 差 が ある と は 考え 難い . し た が っ 
て 小形 の 種 で は 甚 1 枚 あ た り の 鱗粉 の 数 は 少く , 大 形 の 種 で は 多い で あろ う . Y7^Tav PEE 
目 の 中 で 二 門 亜 目 Ditrysia TSK L, と の 類 の 中 で は も っ と も 大 形 の 群 の ひと つ で ある . 一 方 , = 
門 亜 目 中 原始 的 と され る ヒロ ズ コ ガ 上 科 Tineoidea お よび その 近 緑 群 は いち じ る し く 小 形 で ある . 
小形 の 祖先 群 が 大 形 化し て アゲ ハチ ョ ウ 科 に 進化 する 過程 は , “RABY OM MMA OR SEE C 
Hote. と の と き 。, 小形 の 祖先 群 に あっ た 原始 的 色 班 は, その まま 拡大 され て アゲ ハチ ョ ウ 科 祖先 種 
の 色 斑 (に な っ た と は 考え 難い . E (鱗粉 総数 ) の 増加 こと も な う 質 ( 色 斑 ) の 変化 が , 前 後 そ れ ぞ れ 
の 大 に お いて 生じ た と 考え る べき で あろ る ろう. と の 場合 , 一 枚 の 次 の 内 部 に お いて も , 相対 的 に 大 形 化 
の 進ん だ 部 位 で は 色 斑 の 再編 成 が スム ー ズ 進行 し , 相対 的 に 大 形 化 し な か っ た 部 位 で は 編成 が 停 洛 
し た で あろ う . 

と の 考え に も と ず き , 原始 的 二 門 亜 目 の 代表 と し て の ヒロ ズ コ ガ 上 科 と アゲ ハチ ョ ウッ 科 を 比較 する 
と , 大 形 化 は 前 将 で は 中 室 と R 2 脈 か ら M 2 脈 に か け て の 部 位 , 後 直 で は M 2 脈 か ら CuA2 脈 に か 
け て の 部 位 で 顕著 で あっ た , と 推定 され る . MAMETA, お そら く 飛 翔 力 の 強化 を 目的 と し た 交 
WK (Sc~R 2 ) の 接近 の た め ( に , 交 は 縦 方 向 に は 拡大 し た が 横 方 向 に は 圧縮 され た . HMR (MZ 
か ら 2 A 脈 に か け て ) は 相対 的 に 短縮 し て いる . し た が っ て 後 二 者 で は アゲ ハチ ョ ウ 科 と し て の 基本 
的 色 斑 は 発露 され 難かっ た で あろ う . 後 次 中 室 は ヒロ ズ コ ガ 上 科 で は 郊 長 の 3%% に 達する が , アゲ ハチ 
ョ ツウ 科 で は 3 に 達し な いと と が 多い (た だ し 尾 状 突起 を の ぞ く ). し た が っ て 人 後 翔 中 室 域 は 相対 的 に 
短縮 する 方 向 に 進化 し た と 考え られ る . 後 次 前 緑 城 も 相対 的 に 短縮 され , 後 超 後 縁 域 は 相対 的 短縮 と 
アゲ ハチ ョ ツウ 科 に 固有 の 内 縁 補 の 形成 に よっ て 影響 もえ を うけ た と 考え られ る . 

以上 の と と か ら , 前 政 中 室 お よび R 2 脈 て M 2 AR, RBM 2 脈 て CuA2 RRC PAF a YNO 
基本 的 色 斑 が も っ と も よく 保存 され る の で あり , と れ ら の 部 位 の 色 斑 を も と に し て アゲ ハチ ョ ツウ 科 の 
基本 的 色 斑 を 再 構成 すべ き で ある , と 考え る . 

② 基 本 的 色 斑 は 原始 的 な 属 に よく 保存 され る と と が 多い で あろ う . 原始 性 の 決定 は 形態 学 的 論拠 を 
除外 し な けれ ば , 形態 を 論じ る 場合 , 循環 論 に 陥る . MUnrog (1961) の 分 類 表 に よれ ば , アゲ ハチ 
ョ リウ 科 24 属 の うち , 属 の ふく お む 現 生 種 が 1 種 ( 単 型 ) な いし 2 < 4 種 ( 斉 型 ) で あり , か つ 属 の 地理 的 分 
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HALTA, Bhutanitis, Luehdorfia, Parnalius, Allancastria, Archon, Hypermnestra, 
Teinopalpus, Euryades, Cressida, Protographium, Iphiclides, Lamproptera, Meandrusa, Baronia の 
14 属 で ある . CHOOMM~RM ABS, OUS ipgd cS Uie6o0o0vwy),Z7cCd3252, (2) 
繁栄 する と と な く 局 地 的 な 条件 と むす び つ いて 特殊 化し た か , ある い は (3) 新 し く 分 化し て 未だ 広 分 布 
する に 到 ら ぬ も の で ある か , の いずれ か で ある と 考え る の は 区 当 な 解釈 で あろ う . 

アゲ ハチ ョ ウ 科 の 3 亜 科 の うち , 1 属 1 種 か ら な り 系 統 的 位置 の 考察 が 困難 な メキ シコ アゲ ハ 亜 
fl Baroniinae を の ぞ く と , 単 型 な いし 論 型 ・ 狭 分 布 必 は アゲハ チョ ウ 亜 科 で 7 属 , ウス パ バア ゲハ 亜 科 
で 6 属 あ る . いっ ぽう, 現在 まで に 化石 が 発見 され て いる アゲ ハチ ョ ツウ 科 は 3 例 に すぎ ず , 1 例 は アゲ 
ハチ ョ ウ 亜 科 の Papilio* で 新しい 更新 世 の も の で ある . oco 2 例 は 尊 新 世 ( 南 フ ラン ス ) の Thattes 
と 中 新 世 (イタ リー) の Doritites T, いずれ も ウス バア ゲハ 亜 科 に ぞ く す る 絶滅 属 で ある . と の よう 
な 古生物 学 上 の 証拠 か ら , アゲ ハチ ョ ウ 亜 科 の それ は 別 と し て , VANTTA BA ORM o FA R 
lt, 上 述 の (1) か , また は (2) の 性 格 の も の で あっ て , けっ し て (3 初期 固 有 の 性 格 の 属 で は な いと 考え ら 
れる . また , 現在 の ウス バア ゲハ 亜 科 を 構成 する TBH, 多 型 で 広 分 布 な の は Parnassus た だ 1 属 
(に すぎ ず , の ことり 6 属 が ひと し く 単 型 ~ 究 型 か つ 狭 分 布 で ある 事実 は , と の 推定 を 裏づけ る も の で あ 
tT 

次 に , 過去 に 繁栄 し た も の の レリック で ある か , ある い は 繁栄 する と と な く 特 殊 化 し た も の で ある 
か の 判定 は 困難 で ある が , 古い 起源 で ある こと が 明らか な 一 群 内 の 単 型 ~ 究 型 諸 属 の 多く に 共通 する 
形質 状態 は 原始 的 状態 で あり , 孤立 し て み ら れ る 形質 状態 は 特殊 化し た 状態 で ある , と いう 判断 も 交 
当 な も の で あろ う . 

@Parnassius を の ぞ く ウ スパ アゲ ハバ ハ 亜 科 の 諸 属 に 共通 する 色 斑 , と くに 前 項 で の べた 前 期中 室 お 
よび R 2 脈 ~M 2 ARIE HIM 2 脈 て CuA2 脈 域 の 色 斑 は , 黄色 条 と 黒色 条 , と き に 赤色 条 の 結 模 様 
で あり , POT OMMRBMI CBRL, 次 の 外縁 に 平行 する と いう 性 格 を も ちっ て いる . し た が っ て 
と の 形質 の 状態 が ウス バア ゲハ 亜 科 の 色 斑 の 原始 的 状態 で も あっ た と 判断 され る . ウス バア ゲハ 亜 科 の 
祖先 種 の 色 斑 は , 交 の 基部 を 中 心 点 と し , 外縁 に 平行 な , 黒色 条 , 黄色 条 , と き に 赤色 条 か ら な る 締 
模様 が 次 膜 の 全面 を お お っ て いた , と いう も の で あっ た と 推定 され る . 

で ある な ら ば , どの よう な 結 が 基本 で あっ た の で あろ うか . 

節 足 動物 を つう じ , 同 規 的 な 体 節 構造 が 異 規 化 する と と に よっ て 進化 し た と と は 明らか で ある . E 
虫 に お いて も る 同様 で あり , 昆虫 の 交 と いう 器官 内 部 の パタ ー ン に お いて も , 同 規 性 か ら 異 規 性 へ の 変 
化 が 一 般 的 進化 方 向 と 考え られ る . 同 規 的 色 斑 と は 多数 の 色 条 の 存在 で ある か ら , 現 生 する 諸 属 中 , 
も っ と も 多数 の 色 条 を 具 え そる も の を も っ て ウス バア ゲハ 亜 科 の 原始 的 色 条 (数 ) と すべ き で ある . 

古く Verty (1905~11) は アゲ ハチ ョ ウッ ウ 科 の 基本 的 色 斑 と し て 12 本 の 黒 条 を 認め , それ ら を 基部 
か ら 外 縁 へ 1 て 名 の 符合 で 呼ん だ . 三枝 (1973) は 同じ く 12 黒 条 を 認め た が , VERITY の モデ ル を 改 
訂 し て 前 次 中 室内 の 4 黒 条 を W・X・Y・Z, それ 以外 の 黒 条 を 1 て 8 と し て 区 別 し た . 両者 の 扱い 
に 共通 する の は , 中 央 に 赤色 紋 を も つ 黒 条 を 1 本 と 勘定 し た と と , 中 室外 端 脈 dc を ふく む 黒 条 を 2 
本 と 考え た と と , 緑 毛 鱗 の 生ずる 最 外 緑 に 淡色 条 を 認め な か っ た と と , お よび 黄色 条 に 命名 し な か っ 
た だ と ど と よ の すす 上 で お る 。 


* 塩原 湖 成 層 か ら の ミヤ マカ ラス アゲ ハ Papilio maackii と 推定 され る 種 . 
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Fig. 3. Schematic arrangement of colour streaks and their terms of Parnassiinae in 
comparison with those of VeriTy’s (*) and Saicusa’s (**) model. 


色 斑 の 直接 の 担い 手 は 普通 鱗 で あり , 先 に 簡単 に 紹介 し た よう に 普通 鱗 が 未知 の パタ ー ン 情報 に よ 
っ て 夫々 ちがっ た 人 色素 を 集積 し て 発色 し , し か も 色素 の 代謝 経路 が 黒色 鱗 ・ 黄 色 鱗 ・ 赤 色 鱗 で 互い に 
脈絡 が ある の で ある か ら , と れ ら 3 種 の 色彩 を も つづ 普 通 鱗 ( と その 集合 が あら わす 人 色 条 斑 ) は 互い に 同 
格 で ある *. し た が っ て その 色 が 黒色 で ある と 人 否 と を 問わ ず , 命名 し て 区 別 す る 必要 が ある . VERITY 
OM->V°W,=KOW? Y. 3 の 黒 条 は , それ ぞ れ 2 本 の 黒 条 と それ ら が は さむ 1 本 の 赤色 条 と に 分 
け て 考察 すべ き で ある . 

④ 日 浦 他 (1959) Ch, 三枝 (1973) 6, ひと し く Bhutanitis lidderdali の 裏面 の 黒色 条 を 基準 
(に し て 基本 的 黒 条 数 を 推定 し た . それ は と の 種 の , と くに 前 翔 中 室 域 と 後 甚 裏面 の 6 室 か ら 7 室 に , 
全 ア ゲハ チョ ウ 科 を つう じ て も っ と も 多数 の 条 が み ら れ る か ら で あ る . た だ し 前 直 に お いて は , B. 
lidderdalii は 赤色 条 が み ら れ ず 。 と の 点 で は Parnalius rumina が 多数 の 色 条 を 残し て いる と 考え 
られ る . そ と で 本 報 で は , と の 両 種 の 色 斑 を 組合 わせ て , 14 本 の 黒色 条 と それ 隣接 する 15 本 の 明 色 
Z (黄色 条 と 赤色 条 ) か ら な る 合計 29 本 の 色 条 が ウス バア ゲハ 亜 科 の 基本 的 色 斑 で ある と 想定 し た . 
上 の Fig. 3 で は と の モデ ル と 呼称 を 示す と と も に , Verity や 三枝 の 呼称 と 対比 し た . 新しい モデ 
ル で は , 中 室外 縁 脈 (dc) を 横切る 黒 条 を 1 本 と 勘定 し て ある (7B). 7 B の 中 に は 往々 に し て 明 
色 条 が あら われ る が , と これ は 脈 dc の 作用 に よる 二 次 的 な 変化 で ある と 考え られ る . MBE tims 
期 の 気管 (ひい て は 閉 脈 ) に よる 基本 的 条 斑 の 分 割 は , 前 贅 中 室 や 後 款 中 室 に お いて も 縦 方 向 に し ば 
し ば みとめ られ る か ら で あ る . 

鱗 著 目 全体 を つう じ , 条 斑 は dc を 中 心 に し て 内 外 両 方 向 へ 相称 的 に 配置 され る 傾向 が , これ まで 
し ば し ば 指摘 され た . 筆者 の モデ ル に も その 傾向 が みとめ られ る . KEL, 3 R に 対応 する 第 12 明 色 
条 は 赤色 で な く て 黄色 で ある (12Y). また 黒色 条 は 外側 で 1 本 多い と と に な る (1B に だ 13B と 14B 
が 対応 する ). 

⑤ ウ スバ アゲ へ ハ 亜 科 を つう じ 特 徴 的 な 色 斑 は , 以上 の ほか に 後半 の 1b 室 か ら 5 室 に か け て , 青色 


* た だ し , チロ シン 代謝 (黒色 を 発現 ) と トリ プ ト フ ァ ン 代謝 (赤色 を 発現 ) の どちら が 系 統 発 生 上 先行 し た 
か , と いう 問題 が 残る . これ に つい て は 生化 学 か ら の 情報 を 筆者 は 知ら な い . お そら く ア ゲハ チョ ウ 科 の 科 
分 化 以前 の 問題 で あろ うと 思わ れる . 
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斑 な いし 白い 中 心 を も っ た 紫色 斑 が ある と と で ある (た だ し Hybermnestra に は 欠如 ). と の 人 色 斑 を 
構成 する 鱗粉 は Phutanitis と Parnassius で は 周囲 の 黒色 鱗 と 外見 上 ほとん ど 差 が な い が , 他 の 諸 
属 で は すべ て 巾 広く , 長 さも 長く , 先端 の 分 岐 状態 も ちがっ て いる . し た が っ て 普通 鱗 か ら 二 次 的 に 
分 化し た も の と 判断 され る . TO [HEM] の 色素 に つい て は 未知 で ある が , 先 に の べた 合計 29 本 の 
黒色 ・ 黄 色 ・ 赤 色 条 と と の 青色 斑 (Fig. 2, xA) と は 次 元 の 異な る 色 斑 と 判断 され る . 


I. & EI 


以下 , ウス バア ゲハ 亜 科 の 各 属 に つい て , 可能 な か ぎり 多数 の 雌雄 標本 を 検討 し , Fig. 3 に し めし 
た 色 斑 モデ ル を 基本 に し , 各 室 域 ど と に 検討 し , 基本 的 色 斑 の も っ と も よく 保存 され て いる 部 位 を 組 
合わ せ , 前 後 凌 ・ 表 裏 に つい て 属 と し て の 基本 的 色 斑 の パタ ー ン を 構成 する . その 結果 は Figs 4 ~ 
12 に 示し た . また , 表裏 を 区 別 せ ず , 同様 な 操作 (に よっ て 構成 し た 色 斑 を Figs. 14~22 に 示し た . 
多数 の 種 を 擁する 属 で は 特定 の 種 の み に , また 多数 の 亜 種 に 分 化し て いる 種 で は 特定 の 地理 的 亜 種 の 
BIT, また その 中 で も 少数 の 個体 の み に , 正常 な 個体 変異 の 地 内 で 基本 的 色 斑 が あら われ る と と が あ 
る . と これら を すべ て 拾い あげ た . 

と の よう な が 手法 で 構成 され た 色 斑 は , 各々 の 属 が , 属 と し て の 分 化 を 完了 し た 時 点 で 祖先 種 (基幹 
種 ) が 保有 し て いた 形質 の 状態 を 近似 的 に 表現 し て いる , と 考え る . と の 方 法 で は , ① 所 属す る 現 生 
種 の 数 の 少な い 属 や , ⑧ 地 理 的 変異 の 逐 し い 属 や , ③ 所 検 個体 数 の 少な い 属 で は , 形質 分 布 の 原始 的 
状態 の 再 構成 が 不 十分 と な る 危険 性 を と も な う も の で ある . ① と ②③ は , 現 生 種 に ちと ずい た 解析 と い 
う 方 法 の も つ 限 界 で ある . 

各 属 に つい て , 所 属す る 種 を 列記 し , 種 名 の 次 の カッ コ 内 に 検討 で きた 性 を 記し , A. DIRBEV 
WEL, B. 普 通 鱗 の 形態 的 分 化 を 簡単 に の べ *, C. 色 斑 を 記載 する . た だ し 鱗粉 の 形態 は 概 形 を 示 
す に と ど め , 微細 構造 の 検討 は 将来 に 残し た . Ek, と れ 以 外 に , 欧 膜 面 上 に お ける 鱗粉 の 配列 パタ 
ー ン と いう 問題 が ある が , と の 問題 に つい て は ソケット の 配列 に 着目 し た 新川 (1980) の 卓 抜 な 研究 
が 進行 中 で で ある の で , 意識 的 に 除外 し た . 

標本 を 入手 で き な か っ た 種 に つい て は 各種 出版 物 の 原色 図版 や , Ackery (1975) の 黒白 写真 を 参 
考 に し た . また 学名 は AckgRy (1975) iC, 属 の 和 名 は 三枝 (1973) . に し た が っ た . 


1. Bhutanitis ATKINSON シボ リア ゲハ 属 (Fig.4 , Fig. 20) 


B. lidderdalii ATKINSON (8 2), B. ludliowi GABRIEL (な し ), B. thaidina BLANCHARD (3) 

A. 亜 科 中 , 例外 的 に 大 形 . 前 次 は 長 卵 形 で 中 室長 は 閉 長 (R 3 脈 端 ま で , UFR) D51% L 
め , 亜 科 内 で は 中 唐 , 前 後 巾 (1b 脈 端 か ら , 基部 と R 3 上 脈 端 を 結ぶ 線 に 下ろ し た 垂 線 沿い に 測定 , 以 
下 同 様 ) は 全長 の 49 で 亜 科 中 も っ と も 秋 い . 脈 相 は きわ め て 安定 し , R 脈 は 10 3 5 * で 変化 が 認め 
られ な か っ た . 2 脈 が 後方 へ , 4 脈 が 前 方 へ 湾曲 する 傾向 が ある . いわ ゆる 中 脈 分 枝 ms が 裏面 に 
みとめ られ , 表面 は と の 部 分 が 凹む . 


* 普通 鱗 の 形 は Fig.4 一 12 に 示し た . すべ て 同一 倍率 で 描い た も の で ある . 
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後半 の 外縁 は 各 室 で よわ く 湾 入 し , 2, 3, 4 脈 は 突出 し て 尾 状 突起 と な る . 中 室 は 4 脈 長 (BRR 
起 を の ぞ く . 3 室 端 中 央 と 4 室 端 中 央 を 結ぶ 線 ま で を 測定 , 以下 同様 ) と 等 長 . 基 室 は 巾 広 く , 8 脈 
は 短く て 外縁 に 達し な い . 7 脈 が 前 方 へ 湾曲 する た め 7 室 は 外 方 で 巾 狭く な る . 短い 痕跡 的 な 13 Hk 
(2A) が みとめ られ る . 

B. 普通 鱗 は 両側 緑 が や や 平行 で , 細長 い 「 サ クラ の 花弁 」 W, 先端 の 分 枝 は 鈍 頭 , 凌 の 表裏 で 形 
に 差 が な い . 黒色 鱗 で 先 が 34), 黄色 鱗 で 2 分 岐 する 傾向 が ある . 緑 毛 鱗 は 短 か く , 0.5mm (cz 
する の み . 後 翔 青色 斑 は 中 央 部 の 白色 鱗 (透過 光線 の 検 鏡 で 淡 桃 色 に 見 える ) と その 周囲 の 紫 褐 色 鱗 
の 別 が あり , 周囲 の 黒色 鱗 に くら べ て 先端 の 分 枝 が 失 る 傾向 が ある と と , お よび 白色 鱗 の サイ ズ が 小 
さい と いう 特徴 を も つが , 他 属 の それ と 比べ て 青色 斑 構 成 鱗 の 普通 鱗 と の 分 化 は 軽微 で ある . 

C. 前 丈 は 赤色 条 を 欠き , 2B と 3B, 5B と 6B, 8B と 9B は それ ぞ れ 合体 し て 1 黒 条 と な 
る . WARS (13 十 14B) は いち じ る し く 巾 広く , か つつ 裏面 で は 前 後に 2 分 され る . 以上 の 特 化 を の 
ぞ け ば 基本 的 条 斑 は よく 保持 され , と くに 他 属 で は 融合 する 傾向 が つよ い 10B, 11B, 12B の 3 本 の 
黒 条 は , 裏面 に お いて 完全 (に 分 離し て いる . 表面 で は 11B と 12B が 融合 する が , 最近 タイ 北部 で 発見 
され た B. lidderdalii ocellatomaculata Icarasui, 19719 の み は , 分 離し た 状態 を 保持 し て いる . 

後 趙 で も 赤色 条 3 R と 6 R が 消失 し , 2 B と 3 B, 5B と 6B が 融合 する . 中 室内 の 各 黒 条 は 裏面 
で 気管 位置 で 縦 に 分 割 さ れる . 7 B は いち じ る し く 発 達する . 9 B よ り 外 側 の 基本 的 条 斑 は 4 て 6 室 
(に お いて よく 保持 され , lidderdalii 裏面 で は 10B, 11B, 12B, 13B, 14B の 各 黒 色 条 は 分 離す る 
が , thaidina と ludlowi で は 13B と 14B が 融合 する . 1 て 3 室 で は 13Y が 樽 色 と な り , 外 方 に 拡大 
U, と れ に 圧 さ れ た 形 で 13B と 14B が 融合 し , か つ そ の 巾 が 細く な る . 1 て 3 室 で は 9 B か ら 12B ま 
で の 融合 が み ら れ , か つ 融 合 黒色 常 の 中 に 青色 斑 が ある . と の 青色 斑 を 構成 する 鱗粉 が 9 B~12BO 
どの 条 の 鱗粉 が 特 化し た も の で ある か を 決定 する と と は 非常 に 困難 で ある . thaidina 1 3 の 観察 で 
は , 裏面 2, 3 室 の 青色 斑 は 9 B<12B 淀 の 内 方 夫 に 位置 し , その 外 方 に 玩 脈 か ら 室 域内 部 に 向っ て 
細 ま る 2 条 の 黄色 斑 が みとめ られ る . と れ ら 2 条 は , その 位置 か ら 判 断 し て 11Y と 12Y で ある . 2 室 
の 青色 斑 は 11Y の 位置 に あり , か つ 周 囲 を 黒色 帯 で 明 ま れる と と か ら , 青色 斑 は 11Y も し く は その 内 
方 の 10B 由 来 と 考え られ る . Bhutanitis の 青色 斑 は 鱗粉 の 項 で の べた よう に 内 側 か ら 外側 へ 白色 鱗 , 
紫 褐 鱗 , 黒色 鱗 と いう 三重 の 眼 状 紋 構造 を も ちっ て いる の で , 本 報 で は 11 YY 由来 の 青白 色 鱗 を 中 心 と し 
て その 周囲 を 10B か 11B, も し く は その 両者 が と り ま いて 形成 され た も の と 判断 し て お きた い . と の 
よう な 複数 の 条 起 源 の 眼 状 紋 形成 は , 鱗 起 目 と くに に アゲハチョウ 上 科 の 各 群 に ひろ くみ と め ら れる 現 
象 で ある . lidderdali で は 11Y, 12Y と 判断 され る 小 黄 条 は 3 室 で の み 見 られ , Bhutanitis 属 全体 で 
青色 斑 は 1 ~ 3 室 の み に 現 われ 4 室 よ り 前 方 に 現われ な いと と , お よび 1 SOI B^12B 黒 色 帯 に 黄 
色 斑 を まっ た く 欠 く と と か ら , 9 B<12B の 融合 化 と 青色 斑 の 出現 は 肛 角 (1 室 ) か ら 前 縁 に 向っ て 
進行 する 性 質 の も の と 考え られ る . 9 R は 6 て 8 室 で 消失 する . 

全体 と し て 黒色 条 が 拡大 し , 黄色 条 が 縮小 する の が と の 属 の 特徴 で ある . 


2. Luehdorfíia CRUGER ギフ チョ ウ 属 (Fig.6, Fig. 22; Table 1 ) 


L. chinensis LEEcH (6 9), L. puziloi ErscnorF (6 9), L. japonica LEEcH (3 9) 
A. 中 形 . 前 起 は 直角 二 等 辺 三角 形 に 近く , 中 室長 は 万 長 の 61 め で 亜 科 と し て は 中 唐 , 前 後 巾 は 全 
長 の 63 め で 亜 科 中 も っ と も 巾 広い . M 1 脈 の 分 岐 位置 に は 変化 が あり , アジ ア 大 陸 産 の が zz 29 頭 
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で の 検査 結果 は Table. 1 の よう で あっ た . 中 脈 分 枝 を 欠く . 

後半 の 外縁 は 各 室 で 湾 入 し , 4 脈 の み が 突 出し て 尾 状 突 起 と な る . 1b 脈 は 2 脈 よ り も いち じ る し 
く 短 か く , その 間 は 深く 湾 入 し , 2 月 端 の 内 方 に 舌 状 の 突出 部 が ある . 中 室 は 4 脈 長 よ りや や 長い 
(42:39). 基 室 は 狂 く , 8 脈 は 長く て 外縁 に 達し , 7 室 は ほ ば 等 巾 で 終る . 短い 痕跡 的 な 14 脈 が 
みとめ られ る . 

B. 普通 鱗 は 先 で 拡 っ た 花弁 型 , 先端 の 分 岐 数 は Bhutanitis より 多く 4 て 5 分 岐 , 分 校 の 先端 は 
MH, 翔 裏面 の 鱗粉 は わずか に 鈍 頭 と な る . 色 条 に よる 鱗 形 の 差 は な い . BRE PR BEC 0.7mm に 
達する . 後 鞭 の 青色 斑 を 構成 する 鱗粉 は 透過 光線 の 検 鏡 で 無色 で あり , 周囲 の 黒色 鱗 に く ら べ て いち 
じ る し く 大 形 , か つ 先端 に 分 岐 が ほとん ど な い (微細 な 構 歯 状 の 突起 を 列 生 する ). 

C. 前 著 に 赤色 条 を 欠く . (た だ し , 5+6 B 中 に 赤色 大 型 の 鱗粉 を 少数 混 え る と と が あり (Fig. 6 
OR), と れ が 赤色 条 の 痕跡 で ある 疑い が ある ). 8+ 9 Bl 4 脈 を 境 に し て 急激 に 内 外 方 向 に ずれ る . 
10Y よ り も 外縁 側 に は 4 本 の 黒 条 が ある . 最 外縁 の 黒 条 は 少数 の 黄色 鱗 に よっ て 内 外 に 2 分 され る 傾 
向 を も つ 個 体 が あり , と の 点 を 重視 すれ ば と の 条 が 13 十 14B と いう と と に な り , 残る 内 方 の 3 黒 条 は 
夫々 10B, 11B, 12B と な る . する と , 亜 外縁 の 黄色 条 は 12Y と な り , 他 の 属 で は 亜 外 緑黄色 条 は す 
べ て 13Y で ある の で , Luehdorfa だ けが 例外 と いう と と に な る . 一 方 , 次 に の べ る Yunnanopapilio 
で は , Bhutanitis に み ら れ る 独立 し た 10B, 11B, 12B の 三 黒 条 の うち , 外 方 の 11B と 12B が 後方 か 
ら 前 方 に 向っ て 融合 する 途中 の 状態 が み ら れ る . し た が っ て 三枝 (1973) の 解釈 の よう に , Luehdorfia 
裏面 の 外 方 4 黒人 条 を 10B, 11+12B, 13B, 14B と し , 亜 外 緑黄色 条 を 13Y と 判定 する 方 が 正しい で 
あろ う . 

MPL 3 R を 欠き , 中 室 で は 翔 の 基部 か ら 3 B ま で , 1 室 で は 基部 か ら 7 B ま で , 黒 条 が 融合 する . 
7 B は 中 室内 で 縦 に 分 割 さ れる と と な く , か つ 4 室 よ り も 前 方 で は dc の 外側 に あら われ な い . 9R 
は 68 室 で 消失 し , 8 二 9 B は 6 上 脈 を 境 に し て 内 外 に ずれ る . 1 て 5 室 で は 9 B か ら 12B に か け て 
の 黒 帯 が 融合 し , BABI 1 室 か ら 5 室 ま で 現われ る . 9 B の 発達 わる く , か つ そ の 人 外 方 に 10B 由 米 
+ 思わ れる 黒色 鱗 と 10Y の 黄色 鱗 が 入り 混 っ た ゾー ン が あり , その 人 外 方 青色 斑 を と り ま く 黒 色 部 が 
ある と いう 配列 を し めす . 13Y は 裏面 に お いて すべ て の 種 が , 表面 で は japonica の み が 樽 色 と な る . 

全体 と し て 黒色 条 と 黄色 条 は 同 貼 で, 「 ダ ンダ ラチ ョ ウッ (L. japonica の 古い 和 名 )] の 印象 を 与え , 
名 黒色 条 は 三枝 (1973) が 指摘 し た よう に , KALARO L, WAAR > THAKIT AI 
する よう に 編成 され て いる の が 本 属 の 特徴 で も る . と の 全体 色 斑 は , 成虫 の 活動 期 で ある 春の 枯れ た 
植物 が 多い 環境 に あっ て , 美 事 な 「 ま ぎれ 効果 」 を 発揮 する . 


3 Yunnanopapilio gen. nov. ウン ナン シボ リア ゲハ 属 (Fig.5 , Fig. 21) 


mansfieldi Rey は 大 英博 物 館 に 所 蔵 さ れる た だ 1 頭 の * 標本 が 知ら れる の み で , と れ ま で Bhut- 
anitis に 所 属さ せら れ て いた . この 種 の 球形 お よび 色 斑 は 基本 的 に Bhutanitis の それ で ある が , OR 
奈 肛 角 が いち じ る し く え ぐ れ , 2 脈 端 内 方 が 舌 状 に 突出 する と こと, ORM dc は 3・4 上 脈 間 に く ら べ 
て 4・5 脈 間 が いち じ る し く 短 か いと と , 後期 8 脈 先端 は や や 外縁 に 近 ず き 7 脈 は 6 脈 と 平行 する 
た め 7 室 の 巾 が 外縁 で も 狭 ま ら ぬ と と , ④ 前 区 裏面 で は 11B と 12B が 融合 する 傾向 が あり , 10B こ と 11 
+12B は 1b ・ 1c 室 で 融合 する と と , ⑧ 後 逮 7 B が 4・6 室 で 消失 し , 5 室 で も 退化 する と と , 等 
Luehdorfia と 共通 する 性 格 を 具 え て お り , Bhutanitis と Luehdorfia の 中 間 的 な 性 格 の 属 と し て 独立 
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させ る べき で ある . ⑨ 爪 が 左右 相称 , ⑦ * が 
交尾 後 付 属 物 を 具 え て いる と と も Bhutanitis 
(て は み られ ぬ 形質 で , 本 属 の 雄 (KBAR) 
の 交尾 器 に は Luehdorfia と 共通 する 構造 と 
機能 が 一 部 具備 され て いる と 推定 され る . 
Ackery (1975) の 写真 か ら 判 断 す る と , 

前 次 中 室長 は 全長 の 60 で Bhutanitis より 
相対 的 に 長く て Luehdorfia と 共通 し , 前 後 
巾 は 全長 の 49 め で Bhutanitis と 同様 で ある . 
後半 中 室長 は 4 脈 長 より か な り の 短い (47 : 
54). とれ は Bhutanitis と も Luehdorfia と も 
異な る 特徴 で ある . 


4. Parnalius RAFINESQUE (=Zer- 
ynthia OCHSENHEIMER) タイ ス ア ゲ 
ハ 属 (Fig.7, Fig. 17; Table 1 ) 


P. rumina LiNNAEUS (6 9), P. polyxena 
Denis et SCHIFFERMÜLLER (6 9) 

A. 小形 . BIBI PPRPHC, 中 室長 は 
全長 の 66 め で Allancastria と と も に 亜 科 中 
も っ と も 長い . 前 後 巾 は 全長 の 58 め で Lueh- 
dorfia に 次 いで 巾 広い . M1 脈 の 分 岐 位置 
は 変異 が あり , * で は 中 室 か ら 派 生 す る 傾向 
が ある が , 雄 で は R 3~R 5 脈 の 共通 柄 か ら 
派生 する 個体 が は る か に 多い (Table 1 ). 中 
脈 分 枝 は な い . 
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Table 1. Infraspecific variation of the venation 
in forewing M1among several species 
of the genera of Parnassiinae. A, M1 
arising from dc; B, M1 arising at an- 
terior corner of DC ; C, M1 stalked 


with R4 十 5. 
type 
Luehdor fia buziloi S 
(ssp. puziloi and coreana) 9 


number of specimens examined 


Parnalius rumina 


number of specimens examined 


Parnalius polyxena 


number of specimens examined 


Allacastria ferdinandi 


number of specimens examined 


Allancastria cerisyi 


number of specimens examined 


Archon apollinus 


number of specimens examined 


後 凌 外縁 は 各 室 で 湾 入 する が , 各 脈 端 の 突出 は 一 様 に よわ く , 特別 な 尾 状 突起 を 形成 する と と が な 
v. 中 室 は 4 脈 長 と 等 長 . 基 室 は 狭く , 8 脈 は 外縁 に 達し , 7 室 は 等 巾 . 
B. 普通 鱗 は 巾 広く , 先端 は 中 高 と な る 傾向 が あり , 先端 の 分 枝 は 短い . 緑 毛 鱗 は 中 唐 長 で 0.7mm 


に 達する . 後 款 青色 斑 の 鱗粉 は いち じ る し く 大 形 で , 先端 は 分 岐 する . 


rumina の 前 翔 6 ~ 8 室 に は 


透明 な , いわ ゆる 「 窓 | 斑 が ある が , こと これ は と の 小 部 分 で の み 表 裏 の 普通 鱗 が 巾 を 減じ , 鱗粉 間 に 隙 


間 を 生じ る た めで ある . 


C. HAOR, と くに rumina で よく 発達 し , 3 R, 6R, 9 R す べ て が み ら れ る . 10~12B 
は 融合 し , 解析 は 困難 で ある . 外縁 黒 条 (13 十 14B) は 内 方 に つよ く < 注入 し , 半月 て 三角 形 の 15Y を 
抱く . 8B 十 9R+9B 条 は 4 脈 を 境 に し て 内 外 に つよ くず れる . 


KT 3 R が あり , 中 室内 で は 7 B と と も 気管 に よっ て 縦 に 分 断 さ れる . 
よく みとめ られ る . 9 RG は 円 形 で , 1b~6 室 と 7 室 に ある が , 


7 B は dc の 両側 で 
前 者 で は 赤 斑 の 外側 で 9 B か ら 12B 
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Figs. 4-12. Schematic patterns of colour streaks of the genera of Parnassiinae, variation of normal 
scales of each streak are shown. 4, Bhutanitis ; 5, Yunnanopapilio ; 6, Luehdor fia ; 7, Par- 
nalius; 8, Allancastria; 9, Sericinus; 10, Archon; 11, Parnassius and 12, Hypermnestra. 
Those with asterisk are the special scales forming the blue spots. 
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Fig. 13. Schematic pattern of colour streaks of Parnassiinae reconstructed from 
Figs. 4~12, 
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Figs. 14-22. Basic plans of colour pattern of the genera of Parnassiinae. 14, Parnassius ; 
15, Archon; 16, Allancastria; 17, Parnalius; 18, Hypermnestra; 19, Sericinus ; 
20, Bhutanitis ; 21, Yunnanopapilio and 22, Luehdor fia. 
Fig. 23. Basic plan of colour pattern of Parnassinae reconstructed. 


まで の 黒 条 が 融合 し , その 中 に 青色 斑 が ある . 13Y は 裏面 で 樽 色 化 する 傾向 が ある . 13B と 14B は 分 
BEL, か つ 内 方 へ 湾 入 する . 裏面 の 黄色 帯 (中 室 の 4 て 6 Y, BY, 15Y) は 白色 化す る . 

全体 と し て 前 次 で は 条 斑 が 基本 で ある が , 後半 で は 黒 条 が 点 斑 化し , 外縁 条 が 波状 と な る の が 本 属 
の 特徴 で ある . 
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5. Allancastria BRYK シロ タイ ス ア ゲハ 属 (Fig.8, Fig. 16; Table 1 ) 


A. cerisyi GODART $ 9 18) 1 種 と され て きた が , RE ferdinandi STicHEL (5 9 I8). を 独立 
させ る 見 解 が 出さ れ た . 

A. 小形 . 前 門 は 二 等 辺 三 角形 に 近く , 中 室長 は 全長 の 65 有 で , 亜 科 中 も っ と も 長い . 前 後 巾 は 全 
長 の 52 め で , や や 狭い . M 1 は 安定 し て 中 室 か ら 出 る . 外縁 が 各 室 で 湾 入 する 形質 は , 亜 科 中 と の 属 
だ けが も つ 特 徴 で ある . 

RAMI, KETO BAL, 4 脈 端 の なみ 短い 尾 状 突 起 を 形成 する . 中 室 は 4 脈 長 より も 長い 
(42:34). 4 脈 と 5 脈 は 基部 で 接近 し , 5 脈 と 6 脈 の 間隔 は 非常 に 広い . 基 室 は 狭く , 8 脈 は 直線 
状 で 外縁 に 達し , 7 室 は 外 方 で か えっ て 拡 る 傾向 が ある . 

B. 普通 鱗 は 細長 く , 両側 縁 平行 し , 先端 は 中 央 で 突出 し , ほとん ど 分 枝 し な い . 緑 毛 鱗 は 非常 に 
短く , 0.4mm 未満 . 青 色 斑 の 鱗粉 は いち じ る し く 長 い . 前 次 裏 面 6 て 8 室 の 12Y に cerisyi TIRE 
D, ferdinandi で は 黄色 の 斑紋 が ある が , と の 部 分 に は 普通 鱗 に 混 り , より 長い , 先端 分 岐 の 顕著 な 
鱗粉 が ある . 

C. 前 翔 は 赤色 斑 を 欠く . 8 十 9B は 4 上 脈 を 境 に 内 外 に ずれ , 3 室 で は お そら < く 欠如 . 10B, 11 
B, 12B は 合計 2 本 の 黒 条 と な る が , 10B と 11B が 融合 し て いる の か , それ と も 11B と 12B が 融合 し 
て いる の か , 判定 不能 . と と で は Luehdorfia の 例 に な らい , 前 説 を 採っ た . 13B と 14B は 融合 し て 
店 広い 外縁 黒 条 を 形成 する . 

(£380 3 R は 消失 し , 中 室 の 2 二 3 B と 7 B は 夫々 気管 位置 で 縦 に 分 断 さ れる . 7 B は 発達 する 
が , 各 斑 の 内 部 が 黄色 化す る と いう 特性 を も つ . 8 Y は 広い . 9 R は 6 室 で 欠 除 . 1 て 5 室 で は 9B 
ン 12B が 融合 し , 小形 の 青色 斑 が ferdinandi に は あり , cerisyi で は み ら れ な い . 13B と 14B は 融合 
L, か つ 前 後に 2 分 され る 傾向 が ある . 裏面 の 4 て 7 Y と 8 Y は 白色 と な る . 

全体 と し て Parnalius に 似る が , 黄色 域 が 拡大 し , か つ 白 っ ぽい の が と の 属 の 特徴 で も ある. 多く の 
自 化 形質 を そなえ る の で , Ackery (1975) の よう に Parnalius に 合併 する 処置 は 誤り で ある . 


-6. Sericinus WESTWOOD ホソ オア ゲハ 属 (Fig.9 , Fig.19 : Table 2 ) 


S. montela Gray (3 9) 

A. 亜 科 中 唯一 の 2 化 性 を も ち , 春 型 は 小形 で 夏 型 は 中 形 . 前 半 は 二 等 辺 三 角形 に 近く , 中 室長 は 
全長 の 61 で 中 唐 , 前 後 巾 は 全長 の 56 用 で や や 広い . R 3 が 中 室 か ら 独 立 し て 派生 する と と が 本 属 の 
特徴 で も る と され て きた が , と れ は 正しく な い . 143 頭 を 検査 し た と と ろ , ETAR 3 が 中 室 か ら 出 
る 個体 の 方 が 多い が , 雄 で は R4 と R5 の 共通 柄 か ら 派生 する 個体 の 数 が は る か に 多い (Table 2 ). 
と の と と と Table 1 の 結果 を 合わ せる な ら ば ぱ , 翔 頂部 に 伸び る 志 脈 の 分 岐 様式 は , 必ず し ゃ 属 の 設定 
に 重要 で な い 場 合 が ある と いえ よう . 中 脈 分 枝 は 裏面 に 存在 し , 表面 は その 部 分 で 凹む . 

(expos HAL, 4 脈 は 長大 な 尾 状 突起 と な る ( 春 型 で 短く , 夏 型 で 長い ). Pld 4 Hk 
長 よ り 長 い (46:39). 基 室 は 広く , 8 脈 は いち じ る し く 長 く て 外縁 に 達し , 7 室 は 外 方 で 生ま ら な 
い . 

B. 普通 鱗 は 巾 広い 花弁 状 で , 黒色 鱗 と 赤色 鱗 が 黄色 鱗 よ り も 大 きい 傾向 が ある . WEB TEE 
で 0.6mm, 青色 鱗 は いち じ る し く 巾 広く , か つつ 長い . 
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C. 色 斑 は 雄 の , と くに 夏 型 で 黒 条 が 退化 し , Table 2. Infraspecific variation of the venation 

TERKA) 冬 が 細く た jm in forewing R3 in Sericinus montela. 
d. iglesias UCR EAR Oil ID, 夏 型 で A, R3 arising from DC; B, R3 arising 
こく に その 傾向 が つよ い . また , 条 斑 の 輪 廊 は 夏 at anterior corner of DC: C, R3 stalked 
A CAEN L 7$ 2 fii] 2335 2. with R4+5. 

HOR ERI 9 R の み が み と め ら れ , と れ も type A B E 


夏 型 で は 消失 する . 本 来 赤色 条 を は さむ 黒 条 に 相 locality 


sex SS o d o- = 
当 す る 2 十 3B, 5 二 6B は 退化 する 傾向 が あ ; 
4. 8 十 9B は 4 脈 を 境 に し て 内 外 に ずれ ,。 35 Manchuria M à à à : » 
で は お そら く 存 在 し な い . 10B, 11B, 12B は 合 Re OE PE a rea ee 
i pee Re v. WES a 3 c3 
tu omes DS Oe BS 10B) tz "2 Korea fae. 10 5 Yi 5 19 2 
3 室 で 大 形 と な る . 13B と 14B は 融合 し , 裏面 で 
は 前 後に 2 分 する . Gian Ag 9 
fae. OE. 1 0 3 


RO 3 R は 消失 し , 中 室内 黒 条 は 縦 に 分 割 さ S 
いる と て は は よく 人 0 本 ちの BY SiR, RRI - ee を qu qe 97.6 
misc, RR ER 7 ese urs grs 
5. 13B と 14B は 表面 で 融合 , 裏面 で 分 離し 。14 
Y は 赤色 と な る と と が ある . 2Y, 7Y, 8 Y お よび 13Y は 白色 と な る と と が ある 」 


7. Archon HÜBNER ムカ シウス バア ゲハ 属 (Fig. 10, Pig.-15.; Tabled) 


A. apollinus HERBsT (6 9) 

A. 小形 . BHP PRB. 中 室長 は 全長 の 57 で 中 唐 , BAHIISEOSODCHY. M 1 の 派 
生 位置 に Parnalus と 同様 の 変異 が ある (Table 1 ). 後方 の 脈 , と くに 1c と 2 脈 は 外縁 近く で 後 
方 へ 曲 る . 中 脈 分 枝 を 欠く . 

後 起 外縁 は 全 緑 . 中 室 は 4 脈 長 より わずか に 短い (85:37). 基 室 は 狭く , 8 脈 は 湾曲 し て 外縁 に 
達せ ず , 7 室 は 外 方 で や や 狭まる . 

B. 鱗粉 は いち じ る し く 特 化し , 次 表 で は 扇形 な いし 円 形 で も る が , 前 甚 中 室 の 黄色 部 の み は 剛 毛 
状 こ な り 膜 面 か ら 直立 し て いる . 裏面 で は 前 閉 の 4 B, 7B, 8B, 9R, 9B と 前 緑 (1233) OF 
AR, 後 燃 の 8 BB に 接する 部 分 の 8 Y か ら 12B ま で と 前 緑 (8 室 ) の 細 黒 条 お よび 内 緑 (1 室 ) 基 半 
の 黒色 鱗 と 外 半 の 白 色 鱗 は 翔 表 の 普通 鱗 に 類似 し て いる が , 他 の 部 位 で は すべ て 直立 し た 剛毛 状 の 鱗 
粉 と な る . と の 剛毛 状 鱗 は 区 の 基部 ほど 長い が , な お 或 る 程度 の 巾 を も つ 点 で 毛 様 鱗 と 区 別 で きる . 
頑 膜 面 は 丈 脈 と 直交 し て 波打ち , 剛毛 状 鱗 は と の 波 の 谷底 か ら や や 外 方 寄り に 列 生 する た め , ほぼ ば 等 
間隔 の , 閉 脈 と 直交 する 列 と な っ て みとめ られ る . 

縁 毛 鱗 は 短 か く , 0.5mm, 扇形 で , 先端 は 6~ 7 裂 する 点 で 他 の 属 と 異 る . 青色 鱗 は 大 形 

C. 前 翔 の 中 室 に は 4 B と 7 B が ある の み , 1B や , dc に 接し な い 7 B を 欠 除 する . 9 R を と も 
な う 8 十 9B は 1 4 室 で も る 電 の 基部 に 接近 する と と な く , 後 縁 に 垂直 で ある . 10Y, 10B~12B, 
13Y も る 同様 に 後 縁 に 垂直 に 走る . 13B と 14B は 融合 し , きわ め て 巾 広い 外縁 著 を つく る . 

RA PERAD 1 室 に か け て 1 B~T B が 融合 し た 黒 帯 を の ぞ き 黒 斑 を 欠く . 8 B<12B の 濃 
色 条 は いち じ る し く 外 緑 に 接近 し , WOPR 8 Y を 中 心 と し た 巾 広 い 明 色 域 で 占め られ る . AB 
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帯 (13+14B) は 巾 広い . 

以上 の よう な 特異 な 色 斑 構成 の 他 に , 本 属 に は サザ ナミ 状 の 細 黒 条 が み ら れ る . と の 細 黒 条 の 発達 
程度 に は 個体 変異 が いち じ る し く , 交 表 で は と き ( に 8 R よ り も 内 方 の 全面 に 分 布 す る . OO, と くに 
後 材 で は と の 細 黒 条 の 発達 が わる い . 裏面 で は , Horns S51 室 基 半 に か け て の 黒色 域 に 相 
当 す る 範囲 に の み , と の サザ ナミ 状 細 黒 条 が 分 布 す る . 前 翔 表 4 B や 7 B の 巾 と , その 前 縁 部 に み ら 
れる 細 黒 条 の 数 か ら 判 断 し て , 本 来 の 1 黒 条 は だ いた い 3 条 の サザ ナミ 状 細 黒 条 に 分 離し た と 推定 さ 
れる . と れ を 三枝 (1973) の よう に , 「 原 始 的 斑紋 が Parnassius 型 に 月 れ て ゆく 移行 的 な 状態 を 代 
表し て いる 」 EPRI SZTEBR4 PBDI, な お 検討 を 要する . 

本 属 の 色 斑 は , 普通 鱗 の 剛毛 状 化 に よる 透明 感 の 増大 , 後 直 8 B て 12B の 外縁 へ の 接近 , お よび 不 
安定 な サザ ナミ 状 細 黒 条 の 存在 が 特徴 で ある . 


9. Parnassius LATREILLE ウス バア ゲハ 属 (Fig. 11, Fig. 14) 


と の 属 は す と ぶる 変異 に と み , 種 の 認め 方 や 亜 属 ., さら に は 属 の 分 類 ま で も 研究 者 に よっ て 意見 が 
まち まち で ある . 日 本 に は 3 種 が 分 布 し , その 系 統 的 位置 を 明らか に する た め に , Parnassius 全体 
の 再 検 討 を 別に 行う 予定 で ある の で , 本 報 で は 立ち 入っ た 論議 を 省略 し , 1 属 と し て 扱う . 所 検 種 は 
次 の と お り . 

abollonius (5 9), honrathi (8 9), bremeri( 5 9 ), phoebus (32), actius( 5 9), jacquemonti 
(3 9), epaphus (5 9), tianschanicus (6 9), nomion (6 9), apollo (59 ), mnemosyne (8 
9), stubbendorfii (8 9), hoenei (5 9), glacialis (6 9), eversmanni (82), feldert (3), 
nordmanni(?), clodius (82), orleans (8%), hardwickii (5 9), cephalus (3 8 ), acco(é), 
delphius (8 9), stoliczkanus (5 9), imperator (8 |), charltonius (8 9), inopinatus (6 2), 
autocrator (82), simo (6). 

A. 小形 て 大 形 . BML PPRINE TC, hardwickii で 測定 し た と と ろ で は 中 室長 は 全長 の 53 必 で や 
ms, 前 後 巾 は 全長 の 55 多 で 中 席 . R 2 と R 3 は 分 離せ ず , し た が っ て 交 脈 数 は 他 の 諸 属 に くら 
べ て 1 本 少な い . M 1 脈 が 中 室 か ら 派 生 す る か 否 か , R 2 + 3 脈 が 中 室 か ら 派 生 す る か 和樹 か , R2 十 
3 脈 が 途中 で 一 部 R 1 脈 と 合 着 す る か 否 か , と の 三 つ の 形質 の 組合 せ で 亜 属 や 属 に 分 割 さ れ た と と が 
ある が , 最後 の 形質 を の ぞ き 重要 で な いと と は Table 1 , Table 2 の 結果 か ら 考 えて 明らか で ある . 
中 脈 分 校 を 欠く . 

後 超 の 外縁 は 全 緑 . 中 室 は 4 脈 と 等 長 . 基 室 は 狭く , 第 8 脈 は 長く て 外縁 に 達し , 7 室 は 等 巾 . 

B. 甚 表 の 普通 鱗 は 椿 円 形 な いし 丸 味 を お び た 三 角形 , 先 が 三叉 する も の も 多い . 覆 瓦 状 に 配列 さ 
れる が , 外縁 帯 (13+14B) に いた っ て 急 に 鱗粉 の 巾 が 狭く な る た め , 鱗粉 問 に 間隙 を 生じ る . 間隙 
(ide) 0 680g, 前 炊 で も 前 縁 に 近い ほど 広く な る 傾向 が ある ・. 

裏面 で は 普通 鱗 の 巾 が 狭く , 先端 が 細 ま る た め に 次 の 基部 か ら 鱗 間 に 隙 間 が あ り , 外縁 に 近 ず くに 
し た が っ て 鱗 は 細く な り 隙 間 が ひろ が る . た だ し 前 翔 の 黒色 条 や 赤色 条 で は 鱗粉 は Ip < BAK. 

以上 は hardwickii の よう な 鱗粉 の 発達 し た 種 の 特徴 で も っ て , stubbendorfit の よう な 鱗粉 が 特殊 
化し , 透明 感 の つよ い 種 で は , 贅 表 の すべ て の 鱗粉 (黒色 ・ 白 色 を と わ ず ) は 先 の と が っ た 滴 型 で , 
閉 の 基部 で すでに 鱗 間 に 隙間 が あり , 外縁 に 近 ず くに し た が っ て 鱗粉 は 細 型 と な り 隙間 が ひろ が り , 
透明 感 が 増大 する . そし て 裏面 で は 前 後 寺 と も に 鱗粉 は 剛毛 状 と な り , HIA ら 半 ば 直立 し , 先端 は 
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外縁 の 方 向 に 曲 る . Archon で は 剛毛 状 と いっ て も 扇 平 で 或 る 程度 の 中 が ある が , Parnassius で は 
完全 な 毛 状 で , 贅 の 基部 で は 毛 様 鱗 と の 区 別 が 困難 で ある . また Archon の よう に 列 を な し て 生じ る 
と と な く , ラン ダム に 生え て いる . 

縁 毛 鱗 は 長く , hardwickii で は 0.8mm を と える . 後 政 12B 中 の 青色 鱗 は 周囲 の 黒色 鱗 よ り も 先 
半 部 の 市 が ひろ い . 

C. と の 属 の 基本 的 色 斑 は , HCI 1 B~ 3 B が 融合 し , 3 R, 5B, 6R, 6B が 消失 , 9R 
を ふく む 黒 条 は 1b て 2 室 で も っ と も る 贅 の 基部 に 接近 する が , 連続 的 に 曲っ て 4 脈 で 内 外 に ずれ る と 
と は な い . と の 黒 条 と 外縁 条 の 間 に 黒 条 は 1 本 し か な く , と れ が 10B,11B, 12B の いずれ か に 当 る の 
か , それ と も その いく つか の 複合 な の か , 解析 で き な い . 外縁 条 は 13 十 14B で , か な り 巾 広い . 

RA 3 R が よく 発達 し , 中 室内 の 各 条 は 終 に 分 割 さ れ な い . 7 B は 7, 8 室 と 1 て 3 室 に あら わ 
れる の み . 9 R は 6 室 で は 消失 する が 他 の 室 で は 発達 し し ば し ば 8 B と 9B に と り ま か れ た 眼 状 紋 
と な る . その 際 , 4 室 と 5 室 と は 1 個 の 眼 状 紋 を つく る 傾向 が ある . 青色 斑 も (お そら く 10B と 11 二 
12B に と り ま か れ た ) 眼 状 紋 化 し , も っ と も 発達 する も の で は 6 室 ま で 現われ る . 外縁 帯 (13 十 14B) 
は 前 起 の よう に 巾 広く な い . 

本 属 の 色 斑 は , 黒 帯 の 間引き 消失 に よる 黄 白 色 域 の 増大 と , 9 R や 青色 斑 を 核 と し た 眼 状 紋 化 , お 
よび 鱗粉 巾 の 狭 少 化 に よる 透明 感 を 特徴 と する . 


9. Hypermnestra MENETRIES ニセ ウス バア ゲハ 属 (Fig. 12, Fig. 18) 


H. helios NickERL (6 9) 

A. 小形 . HARROW E fS -SeJ—£876. 中 室長 は 全長 の 51 で 亜 科 中 も っ と も 短 か く , 前 
後 巾 は 全長 の 53 必 で 中 唐 . R 2 と R 3 は 分 岐 せ ず 1 本 で 中 室 か ら 派 生 す る が , 所 検 15 る 中 , 中 室 の 前 
角 か ら 出 る も の 3, R 4 二 5 の 共通 柄 か ら で る も の 1 が あっ た . 外縁 は 全 縁 で 統 を えがく が , 他 属 と 
32), 3 脈 で も っ と も 突出 する 傾向 が ある (と くに 雌 に お いて ). 中 脈 分 枝 を 欠く . 

後半 外縁 は 贅 脈 間 で わずか に 凹み , 尾 状 突起 を 欠く . 中 室 は 4 脈 よ り わ ず か に 長い (39:35). 基 
FIFE, 8 脈 は ほぼ ば 外縁 に 達する が , 7 脈 が 斜 前 方 に 走る た め 7 室 は 外 方 ほど 巾 狭い . 

B. 普通 鱗 は 椿 円 形 . アフ ガニ スタ ン の バー ミア ン 産 亜 種 2Zy222 Wyatt で は 先端 弱く 分 岐 する 
が , トル ケス タン の タシケント 産 亜 種 maxima GRuM-GngsuiMAILO で は ほとん ど 分 岐 し な い . 

表裏 は と ん ど 同 形 で ある . 緑 毛 鱗 は 長く , 0.8mm に 達し , 先端 まっ た く 分 岐 し な い 点 で 亜 科 中 特 
52 CHS. 12B 付 近 に 全く 青色 鱗 が な い . 殖 の 他 の 部 位 に と れ に 代 る 特 化し た 鱗粉 が ある の で は な い 
か と 探索 し た が , 発見 で き な か っ た . 方 々 に 点々 と 透明 で , 題 粒 を 放射 状 に 含む 鱗粉 が 数 個 ま と まっ 
て ある が (BIA 8 Y, 10Y, 13Y, 前 次 裏面 10Y, 5x 15, 後期 裏面 2 室 13Y, 3 室 8Y, 4 
室 10Y な ど ), と の よう な 鱗粉 は 青色 斑 を も つ 他 の 属 で も み ら れ る と と が ある の で , 青色 斑 鱗 と 相同 
の も の で は な い . 

C. #4? 2 B, 3B, 5B, 6 B を 欠き , 4 B と 7B も 小形. 9 R は 5, 6 8 室 の み に あ ら わ れ , 
8 十 9B は 1, 2 室 に Fig. 18 の よう に あら われ る 個体 が 少数 ある . 8 十 9B と 外縁 帯 の 聞 に は 暗 
色 帯 が 1 条 し か な く , と れ が 10B, 11B, 12B の どれ に 当る の か 判定 困難 で ある . 10Y 域 は 巾 広い . 
13Y も 巾 広い 凌 形 で 13 二 14B は 前 後に 2 分 する 傾向 が ある . 

後 直 に は 裏面 に の み 3 R が あり , 効 基部 の 1 B> 2 B の 黒色 部 が と れ と 合 着 する . 7 B は 裏面 で よ 
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く 発達 する が , 表面 で は 消失 . 9 R を 中 心 と し た 赤 斑 は 裏面 で は 1, 2, 5, 7 Bit, 表面 で は 5, 7 
室 に この みあ ら わ れる . 10 て 12B は 裏面 で は 巾 広 い が 表 面 で は 13Y に 接する 細 条 の み と な り , 少く と も 
表面 で は 12B の 要素 し か あら われ て いな い の で な いか , と 思わ れる . 13 十 14B は 前 欧 同 様 前 後に 2 分 
され , 亜 科 中 特異 で ある . 

裏面 は 前 起 5 て 8 室 の 13Y (と き に 8 室 の 10Y も ), KRM4~T7Y, BY, 10Y, 13Y が 白色 と な 
る . 

本 属 の 色 斑 は 全体 と し て 黄色 部 の 拡大 と 裏面 の 白化 が 特徴 的 で ある . 


1. ウス バア ゲ ム ハ 亜 科 の 超 の 形質 の 祖先 的 状態 


A. BRE KUMI 

前 述 (1- 2-B) の 論拠 に よっ て , ウス バア ゲハ ENDOM, OMET, OnRAtd 中 室 は 長 
く , ⑧ 前 後 趙 と も 外縁 は 全 縁 で あり , ④ 前 翔 の 全長 に た いし て 前 後 貼 は 狭い , の が 祖先 的 状態 で ある 
と 推定 され る . MAARE, MAEDA Thaites CR 2 と R 3 が 短 か く 分 枝 し て いる と こと か ら , 
Hypermnestra と Parnassius (に お ける R2 と R3 の 融合 は 特 化 で ある と と が 判定 され る . Ek, 
Sericinus DREZ R 3 が 中 室 か ら 派 生 す る 個体 が 多い と と か ら , と の 状態 が 祖先 的 と 考え られ る . M 
1 も 同様 で ある . 中 脈 分 枝 が 存在 する の は Bhutanitis (お そら く Yunnanopapilio も ) と Sericinus 
の み で あり , 後 次 基 室 が 拡大 する 現象 を 伴っ て いる . と れ ら の 属 が 大 形 で ある か , ある い は 夏 型 で 大 
形 化 する と と か ら , 中 脈 分 枝 の 形成 と 後 政 基 室 の 拡大 は 翔 の 大 型 化 を 力学 的 に 文 持 する た め の 特 化 で 
は な いか , と 考え られ る . 

SWIM, 近 縁 の シロ チョ ウ 科 で 発達 する 2 A が 多く の 属 で 消失 し て お り , と れ は あき ら か に 
特 化 で , 2 A が 痕跡 的 に 存在 する Luehdorfia や Bhutanitis の 状態 が 原始 的 で ある と と は 凶 う 余地 
は な い . M2 と M 3 の 基部 で の 接近 や , 7 室 が 外縁 に 向っ て 狭まる 状態 お よび Sc+R1 が 伸長 し 
て 外縁 に 達する 状態 は Tineoidea と の 比較 に より 特 化 と 判断 され る . 

と の よう に し て ウス バア ゲハ 亜 科 の 天 形 お よび 欧 脈 の 原始 的 状態 は Fig.23 に 示し た よう で あっ た 
と 推定 され る . 


B. & 粉 

普通 鱗 は 花弁 状 で , 互い に 辛うじて 衝 瓦 状 に 重なり , 鱗粉 間隙 が わずか に ある た め , 外観 する と や 
や 透明 感 が ある の が 亜 科 全 体 に 共通 し た 性 格 で ある . Archon や Parnassius ORRA, 表面 の 一 
部 や 裏面 鱗粉 の 変形 ( 狭 少 化 ) に 起因 し , 1 枚 の 翔 の 中 で の 普通 鱗 の 分 化 を 伴っ て いる の で 特 化 と 判 
断 さ れる . 

緑 毛 鱗 は いち じ る し く 長 大 で , か つ 先 端 が 深 裂 する が , と れ は 普通 鱗 一 > 欧 脈 鱗 と いう 変化 糸 列 が 
外縁 に いた っ て 極端 化し た も の と 理解 され る . する と , サイ ズ が 長大 化す る に も か か わら す 先 端 が 全 
CHA Hypermnestra の 緑 毛 鱗 は 特 化 と 判断 され る . 

同様 に し て 後半 12B 中 の 青色 斑 を 構成 する 鱗粉 は , Bhutanitis や Parnassius で は 周囲 の 普通 鱗 と 
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大 差 な く , Luehdorfia, Parnalius, Archon で は いち じ る し く 分 化し て いる . 同形 同 大 の 普通 鱗 中 , 
燃 の 特定 の 部 位 の み 分 化 が み ら れ る 方 が 特 化 と 考え られ る の で , Hypermnestra の よう に 青色 斑 を 
も た な ん い 状態 が ウス バア ゲハ 亜 科 の 原始 的 形質 と 判断 され る . 


C. 色 HE 

Fig. 3 て 提示 し た 29 条 の 基本 的 色 条 が , 次 の 各 室 に 等 し く 出 現す る 状態 が 原始 的 で あり , 欠 除 する 
色 条 が 多い も の ほど 特 化 し て いる と と に な る . Figs. 4~12 5, 後 夏 中 室 の 4B, 5B, 6R, 6 
B は 表裏 と も 消失 し , 13B と 14B は 前 次 表 の み で 融合 し て いた の が 亜 科 の 祖先 的 色 斑 と 考え られ る 
(Fig. 13). 

裏面 鱗粉 が 特 化 し た Archon と Parnassius 以外 の 諸 属 で は , 基本 的 色 斑 は 裏面 の 方 に よく 残り , 
翔 表 で は 黒色 条 の 拡大 に よる 融合 化 現象 が 共通 し て みとめ られ る . と の と と か ら , 後半 中 室内 の 黒色 
条 は 気管 位置 で 縦 方 向 に 分 割 さ れる 方 が 原始 的 状態 と 判断 され る . 10B か ら 12B に か け て は , すべ て 
の 属 で 融合 傾向 が みとめ られ る . Bhutanitis と Luehdorfa の 比較 で は 11B と 12B の 融合 が 先行 し , 
と れ に 遅れ て 10B が 接近 ・ 融 合 す る . 他 の 属 で も と これ と 並行 し た 現象 が 生じ て いる の か , それ と も 10 
B と 11B の 融合 の 方 が 先行 する の か , ある い は いずれ か の 黒色 条 の 欠 除 が 伴っ て いる の か , 現在 の と 
と ろ 解 析 が 困難 で ある . 一 応 現 段 階 で の 筆者 の 解釈 を Figs. 4 12 に 示し た . 

以上 の 検討 に よっ て , ウス パ ア ゲハ 亜 科 の 色 斑 の 原始 的 状態 は Fig. 13 お よび Fig. 22 の よう で 
あっ た と 推定 され る . 


2. 贅 の 形質 に も と ずく ウス バア ゲハ 亜 科 の 属 レ ベル の 系 統 分 岐 像 の 再 構成 


一 群 の 動物 の 系 統 的 体系 は , 可能 な か ぎり 多様 か つ 多 数 の 形質 の 検討 に も ちと づく と と に よっ て 真 の 
再 構成 に 接近 する と と が で きる は ず の も の で ある . ウス バア ゲハ 亜 科 の 諸 属 で も , 本 報 に と りあ げた 
WAJNE, DRO PRS, 触角 , 脚 , 雄 交 尾 器 , 雌 交尾 器 (日 浦 他 , 1959; 三枝 , 1973) ; 顔 (日 浦 
他 , 1959) : 胸部 構造 , 交尾 後 付 属 物 (HR, 1973) の 検討 が な され て お り , 少数 の 属 に つい て は 消 
化 賞 や 精巣 の 形態 も 検討 され て いる (江本 , 1971 一 一 三枝 に よる ). Ek, 幼生 期 の 形態 や 食 草 に つ 
いて は , 五十嵐 (1979) の 労作 が ある . それ に も か か わら ず 本 報 で は , あえ て 交 の 形質 の み に も と ず 
いて 系 統 再 構成 を 試 る と と し に する . その 理由 は , 量 の 膨大 さや オリ ジ ナ リティ の 問題 も さる と と な が 
D, 特定 形質 群 に 限定 し た 系 統 再 構成 の 有効 性 と 限界 を , 続報 する 予定 の 多様 な 形質 を 併用 し た 手法 で 
検証 し た いか ら で あ る . 贅 は 化石 が 発見 され た 場合 に 使用 で きる ほとん どど 唯一 の 形質 群 で あり , か つ 
全 ア ゲハ チョ ウ 科 に 範囲 を 拡げ た 場合 , 標本 が 入手 で き な い 種 に つい て も 写真 図版 等 に よっ て 或 る 程 
度 検討 が 可能 な 形質 群 で も る か ら で あ る . 


A. 形質 状態 の 分 布 

前 節 の 論議 に も と ず き , ウス バア ゲハ 亜 科 9 属 に つい て 69 の 形質 を と りあ げ , それ が 祖先 的 ple- 
siomorphous で ある か , 子孫 的 apomorphous で ある か , 一 覧 表 を 作製 し た (Table 3). HOB 
下 欄 に 子孫 的 形質 の 総数 を 合計 し て ある が , 形質 に は 当然 重要 な も の と 軽微 な ちの の 別 が ある の で , 
合計 値 は あく まで 便宜 的 な ちの で ある . 中 間 的 な 状態 は 0.5 と 勘定 し た . Hypermnestra, Parnassius, 
Archon で 半 の 形質 は 特 化 が すす み , Parnalius で は も っ と も る 特 化し て いな いと と が うか が われ る . 

と と (に と りあ げた 以外 に , 毛 様 鱗 を ふく め た 全 鱗 粉 に つい て の 分 化 や 分 布 パ ター ン を 検討 すれ ば , 


‘lable 3. Distribution of character states of wing among the genera oi Frarnassiinae. W hite 
rectangles, plesiomorphous states ; black rectangles, apomorphous states hatched 
rectangles, relatively apomorphous states. 
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形質 の 数 は さら に 増加 する も の で ある が , 将来 に 残し た . 


B. 単 系 統 群 の 抽出 と 分 岐 図 の 作製 

表 4 に も と ずい て 子孫 的 形質 の 共有 synapomorphy (に よる 単 系 統 群 の 抽出 を 行っ た . その 結果 を 
Fig. 24 に し めす . 

Hybermnestra は Munroe (1961) の 分 類 で は Parnassiini に 所 属さ せら れ て いる が , 三枝 (1973) 
は と れ K 疑 問 を 表明 し て いる . Munroe の と りあ げた Parnassiini の 特徴 は アン テ ナ と 脚 が 鱗粉 で お 
Eon, か つ 地 表 で HMLU GT) MILT ZACTHS. 体 表 が すべ て 等 し く 毛 また は 鱗粉 で お お わ 
れる と いう の が 鱗 菊 目 の 一 般 的 特徴 で ある る と と か ら , アン テ ナ と 脚 の 被 鱗 は 明らか に 祖先 的 な 状態 で 
HS. また , 貢 を つく っ て 遇 化す る 性 質 は 他 の 鱗 苑 類 に ひろ くみ られ る も の で あり , CDLAROMA 
枝 や 葉 に 糸 を か け て 帯 踊 と な る の が 特別 な 性 質 で あり , その た め に 遇 に 特殊 な 構造 を 発達 させ る 必要 
が ある と と を 考え る と , 帯 踊 が 子孫 的 状態 で MMR CHS t 筆者 は 考え て いる . する と 
Munroe が 設定 し た Parnassiini は synplesiomorphy に も と ずく 側 系 統 群 と いう と と に な る . E 
者 の 区 の 解析 に よれ ば , Hypermnestra, Parnassius, Archon 3 属 の synapomorphy は , 38. Bj x 
面 の 2+3B の 消失 と 40.5+6B の 消失 の 2 点 の み で あっ て , CHCHDTIRERET SOUT 
ある . つま り と これら 3 属 の 単 系 統 性 は 和 否 定 さ れる . 

Hypermnestra は 他 の 8 属す べ て に た いし , 22. TE fcx OD AR, 27. HAR 2+ 3B の 消失 , 35. 
前 翔 表 外縁 黒 条 (13+14B) の 前 後 二分 , 49. KHHR2+ 3 B の 消失 , 50. 後 翔 表 中 室 7 B の 消失 と い 
う 子孫 的 形質 を も ち , か つの ことり 8 属 が すべ て 23. 後 起 12B の 青色 斑 と いう 子孫 的 形質 を 共有 する の と 
対立 する . し た が っ て Hypermnestra は Parnassiini と は 別 の , ひと つの 族 を 代表 する べき も の で あ 
5. と の 問題 は 玩 以 外 の 形質 を 検討 し た 上 で 改め て 論じ た い . 

後 次 青 色 斑 の 存在 は 普通 鱗 か ら の 青色 鱗 の 分 化 に よる も の で あり , と の synapomorphy に よっ て 
特徴 づけ られ る 8 属 が Parnassiini と Zerynthiini と いう 2 族 に 分 けら れる と と は 定説 どおり で あ 
る . Parnassiini の synapomorphy は , 21. 裏面 の 普通 鱗 の 特殊 化 (極端 に 巾 を 減じ て 剛毛 状 ま た は 
軟毛 状 と な る ), 38. 前 甚 裏面 の 2 + 3 B の 消失 , 40. 前 甚 裏 面 の 5 十 6 B の 消失 , 43. AU WRMIOBe 
11B の 融合 , BKVEI. MBL OSRMAROISYORER, で ある . 

と れ に た いし Zerynthiini の synapomorphy は ,10. 後 翔 外縁 の 波状 化 , 32. Bis 8 B+C9 R) 
+9 B 条 が 4 脈 を 境 に し て 内 外 方 に ずれ る と と , CHS. 

Zerynthiini は Parnalius-Allancastria-Sericinus 8X, Luehdorfia- Yunnanopapilio- Bhutanitis F$ 
と に わか れる . 前 者 の も つ synapomorphy は , 16.1838) 2A 脈 の 完全 な 消失 で あり , 後者 の も つ 
synapomorphy は , 47. 後 翔 表 中 室 の 1 B と 2B の 融合 , 68. 後 甚 裏面 13Y の 樽 色 化 で ある . と の 他 
に 後者 で は 前 翔 の 赤色 条 の 完全 な 消失 と いう 重要 な synapomorphy が あり , 森林 的 環境 へ の 進出 に 
と も な っ て 生じ た と 考え られ る が , 同じ 形質 の 状態 は 47/2zcgs7772 で も み ら れ る . Allancastria の 赤 
色 条 の 消失 は あき ら か (C Parnalius 群 内 で 二 次 的 に GENT) 生じ た と 推定 され る が , THILMOL 
質 に 限定 し た 本 報 の 論議 図 で は 採用 で き な い . 

細部 の 説明 は Fig. 24 お よび Table 3 に し めし た と お りな の で 省略 する が , Luehdorfia 群 の 系 統 
関係 は 日 浦 (1978) で 暫定 的 に 提示 し た も の と 異 っ て いる と と を 付記 し て お きた い . 
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HYPER- PARNAS- ARCHON PARNA- ALLAN- SERICI- LUEHD- YUNNANO- BHUTA 一 
MNESTRA SIUS LIUS CASTRIA NUS ORFIA PAPILIO NITIS 
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Fig. 24. Phylogenetic relations in the genera of Parnassiinae reconstructed by Wing 


characters shown in Table 3. Black rectangles, apomorphous states ; white 
rectangles, plesiomorphous states. Numerals are character numbers and those 
in the parenthesis are showing the relatively apomorphous states. 


C. 進化 の 方 向 

単 系 統 群 へ の 分 岐 と は 別に , 交 の 形態 や 紋様 に は ウス バア ゲハ 亜 科 内 部 で 或 る 方 向 へ の 変化 傾向 が 
みとめ られ る . 側 系 統 群 や 多 系 統 群 間 に 平行 的 に み ら れ る 変化 で ある か ら , と れ は 平行 進化 で ある . 
ウス バア ゲハ 亜 科 は アゲ ハチ ョ ウ 科 の 中 で 原始 的 な 群 で ある と いう の が 一 般 に 容認 され て いる か ら , 


94 Hin 5B 


ウス バア ゲハ 亜 科 内 部 で の 進化 の 方 向 を 検討 る と と は , 特 化 し た 諸 属 の 発生 経緯 を 推定 する 上 で 必 
要 で あろ う . 

と れ を 恋 意 的 に 認定 する の で は な く , 一 定 の 手順 に よっ て 探っ て みた い . Table 3 から, 9 属 の う 
ち 8 属 まで に み ら れ る 形質 の 子孫 的 状態 は , 共有 関係 を 無視 すれ ば , 青色 斑 の 存在 (23), Bit 
帯 3 R と 6 R が 表裏 と も 消失 (26, 28, 37, 39), 後 翔 裏面 13B と 14B の 融合 (45), 後 翔 表 3 ROW 
失 (48), 前 郊 11B と 12B の 表面 で の 融合 (34, 45), 後 翔 表 11B と 12B の 融合 3) CHS. 次 に 9 
属 中 7 属 ま で に み ら れ る 形質 の 子孫 的 状態 は , 同じ く 共 有 関 係 を 無視 すれ ば , 前 贅 中 室長 の 全長 に た 
いす る 相対 的 短縮 ( 導 に いえ ば 交 頂 部 の 伸長 , 3), 後 翔 外縁 の 波状 化 (10), 後半 8 脈 の 伸長 (19), 
前 欧 裏 面 11B と 12B の 融合 (44), 後 贅 表 9R の 6 室 で の 消失 (5D, 後 次 裏面 10B, 11B, 12B 
の 融合 (62, 63) CHS. 同様 の 手続 き で 9 属 中 6 属 に み ら れ る 子孫 的 形質 は , 前 贅 前 後 貼 の 増大 
(4), %1 a 脈 の 消失 (16), M&A 8 +9 B 条 が 4 脈 を 境 に 内 外 に ずれ る (32), BWRIOBE 
11B の 融合 (33), AUS MR 13+ 14 BORER 
二分 (46), RMREMO 4 , 5 室 で の 出現 (54), 後 
zgXx 3 R の 消失 (58), 後 款 裏面 13B と 14B の 融 
合 (65) で ある . 

WIE IT o vc LAT dc AA 3818 88 2348 Ee L, 
前 後 巾 が 増大 する か ら , 外縁 は 直線 状 に な り , し 
た が っ て 長 卵 型 の 半 形 が 二 等 辺 三角 形 に 近 ず く 方 
向 に 進化 し て いる . fM, 8 脈 が 伸 
長 し て 外縁 に 達する . と これ ら 元 形 は 全体 と し て 飛 
翔 力 の 強化 に 向っ て 進化 し て いる と 評価 され る も 
の で ある . 

色 斑 は 黒 条 の 融合 化 が すす み , SKE UTHO 
数 が 減少 する . と くに 赤色 条 が 退化 し (これ を は 
さむ 黒色 条 の 退化 を と も な う ), AWTS 8+9 
B は 4 脈 より 後方 で は 殖 の 基部 に 接近 し , 後半 で 
は 9 RISA 239 0 üt» 5 ALA ITI > TARE L 
て ゆく 傾向 が みとめ られ る .10B て 12B は 融合 し , 
後 趙 で は その 中 (青色 斑 が 出現 し 肛 角 か ら 前 緑 に 
向っ て の び て ゆ く . 13B と 14B は 前 後 趣 と も 融合 
し て いわ ゆる 外縁 条 と な り , 融合 し た 10B~12B 
と の 間 ( に 亜 外 緑黄色 条 (13Y) が 発達 する . 単純 
化 さ れ た 人 色 斑 は , 各 条 が 個性 化す る と と に よっ て 
単なる 「 マ ギレ 効果 」 以上 の 効果 を も つ 適 応 形態 
と し て 進化 する 道 を ひら くも の , と 考え られ る . 

共有 関係 を 無視 し た 形質 の 子孫 的 状態 に ちと ず 
いて ウス バア ゲハ の 交 を 構成 する と Fig. 25 の よ 


Fig. 25. Advanced Plan of Parnassiinae 
reconstructed by sum of cha- 
racters of apomorphous states. うに な る . Fig. 28 と 比較 する と と に よっ て 「 進 
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